






















































































































































































































































































































































































































































































































































も，人 に々訴える何らかのストー リー 性が求められる．
重要建造物の紹介について：それぞれの建造物の説明とい
うスタイルをとったために，それぞれの項目はなるほど分かり
やすいが，関連性の理解が困難になっている．同ホーム
ページ日本語版（	


	
：２００９年３月３１日現在）はストー リー になってい
るので，それを生かした翻訳作業が必要である．
関連する観光変数：話者コ ドーや受け手コ ドーの国民性，地
域などの観光変数．
コンテクストや共通認識に関する観光変数　
談話タイプやテクストタイプに関する観光変数
現在の様子について：この部分はストー リー 性があり，読者を
ひきつけることができている．空海が高野山を開いた９世紀
という時代についての理解を助ける工夫があればより理解が
容易になる．
関連する観光変数：コンテクストや共通認識に関する観光変
数

　観光庁設置により「観光立国」の姿勢をより鮮明にした日
本政府は，その政策の進め方にも明らかに具体性を示してき
た．観光を学問し，観光産業の担い手を育成する和歌山大
 	


　丹生都比売大神の御子，高野御子大神は，密教の根本道
場の地を求めていた弘法大師の前に，黒と白の犬を連れた
狩人に化身して現れ，高野山へと導きました．弘法大師は，
丹生都比売大神よりご神領である高野山を借受け，山上大
伽藍に大神の御社を建て守護神として祀り，真言密教の総
本山高野山を開きました．これ以降，古くからの日本人の
心にある祖先を大切にし，自然の恵みに感謝する神道の精
神が仏教に取り入れられ，神と仏が共存する日本人の宗教
観が形成されてゆきました．中世，当社の周囲には，数多
くの堂塔が建てられ（明治の神仏分離まで当社は五十六人
の神主と僧侶で守られてきました．
　また，高野山参詣の表参道である町石道の中間にある二
つ鳥居は，神社境内の入口で，まず当社に参拝した後に高
野山に登ることが慣習でした．
　鎌倉時代には，行勝上人により気比神宮から大食都比売
大神，厳島神社から市杵島比売大神が勧請され，社殿が北
条政子により寄進され，本殿が四殿となり，このころから
舞楽法会が明治のはじめまで盛んに行われます．現存する
本殿は，室町時代に復興され，朱塗りに彫刻と彩色を施し
た壮麗なもので，一間社春日造では日本一の規模を誇り，
楼門とともに重要文化財に指定されています．
　尚，平成十六年七月「紀伊山地の霊場と参詣道」の丹生都
比売神社境内として世界遺産へ登録されました．
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学観光学部としても，観光学と観光教育に関する具体的な方
法論を示す必要がある．
　本稿では言語学的に見て観光の文脈において，どのよう
な意味合いでの誤謬が生じうるのかを明らかにした．言語を
通じて異文化間で何をどのように紹介し，その価値と感動を
どう伝えるのかという方法論確立への扉を開くことで，「観光
立国」の柱となる「憧れの国・日本」のイメー ジ構築への具体
的なステップとすることを目的としている．今後は，言語学に
基づく文化的観点から観光を分析する新分野の開拓をし，
創造的翻訳（	

）システムの構築を目指す．

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	”のタイトルで戸
塚敦子特任教授，東悦子准教授とともに発表する予定であった原
稿の，竹鼻圭子，戸塚敦子分担個所をもとにしたものである．上
記学会は，今般の深刻な経済状況のために延期となった．
竹鼻圭子が共訳あるいはチームリーダーとして関
係した翻訳
　『マンデヴィルの旅』（共訳）１９９７．英宝社：	

	

１４世紀英語版写本．
　『人のためのコンピュータデザイン―ヒューマン・コンピュー
タ・インターフェース入門』（共訳）２００３．　英宝社：	
	－	
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	
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
１９９８	
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
　「アメリカ人、（鐘馗）と出会う」『大手前大学人文科学部
論集』第４号６５７９２００４．：	
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　（『社会
言語学』　１９８８．　松山幹秀，生田少子（訳），未来社）
井口省吾（編訳）１９７６．『チョムスキーと現代哲学』，大修館．
今井邦彦（編）１９８６．『チョムスキー小事典』，大修館．
久野１９７８．『談話の文法』，大修館．
	
	１９８３	

	
（『語用
論』１９８７．池上嘉彦，河上誓作（訳），紀伊國屋書店）
野村浩郷，田中穂積（編）１９８８．『機械翻訳』，共立出版．
鈴木光男１９９９．『ゲーム理論の世界』，勁草書房．
竹田茂夫２００４．『ゲーム理論を読みとく』，ちくま新書．
竹鼻圭子１９９２．「自然言語の巨視的構造」，『成田義光教授還暦祝賀
論文集』，英宝社，４２７４４０．
滝浦真人２００６．「単位で捉えられるもの，捉えられないもの―『ほの
めかし』とポライトネス」，『言語』３５１０７４８１
戸田正直，阿部純一，桃内佳雄，往住彰文１９８６．『認知科学入門』，
サイエンス社．
山中桂一１９８５．「文体論」，池上嘉彦（編）『意味論・文体論』，英語
学コース４，大修館．
山梨正明２０００．『認知言語学原理』，くろしお出版．
山崎正和２００６．『社交する人間　ホモ・ソシアリビリス』，中公文庫．
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”『大手前大学人文科学部論集』第
７号，２１－３３．
受付日　２００９年１月２６日
受理日　２００９年４月６日
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